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【評価の目安】  

 ◎：計画を上回って進んでいる・・・・・・・・・・ 100％超  

 〇：ほぼ計画どおり進んでいる・・・・・・・・・・ 80～ 100% 

 △：計画よりやや取り組みが遅れている・・・・・・ 60～ 80% 

 ×：計画の取り組みが遅れ，見直しが必要である・・ 60%未満  

 －：未評価（新型コロナウイルスの影響により評価不可も含む）  

 

※評価は，指標の達成状況のみで判断するのではなく，事業全体を

総合的に評価しています。  

 

（ 令 和 ４ 年 度 柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 第 １ 回 高 齢 者 健 康 福 祉 専 門 分 科 会 ）  
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※（）内の数値は，新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業の数。 

フレイル予防・健康づくりの推進 1 (1) 5 (5) 1 (1) 1 (1) 0

多様な社会参加の促進 0 2 (1) 4 (2) 0 0

1 (1) 7 (6) 5 (3) 1 (1) 0

地域での支えあい体制の推進 2 (2) 4 (2) 1 (1) 1 (1) 0

多様な生活支援ニーズに対する支援 1 (1) 2 (1) 0 0 0

認知症施策の推進 4 (3) 3 (3) 0 0 0

7 (6) 9 (6) 1 (1) 1 (1) 0

介護サービス等の基盤整備 1 4 (2) 2 (1) 0 1

介護保険制度の持続可能性の確保 0 3 1 (1) 4 (4) 0

在宅医療・介護の連携の推進 0 5 (4) 2 (2) 0 1 (1)

1 12 (6) 5 (4) 4 (4) 2 (1)

地域包括支援センターの機能強化 1 3 (2) 0 0 0

権利擁護の充実 2 (2) 5 (1) 1 (1) 0 0

多様な主体との地域づくりの推進 0 5 (2) 0 0 0

3 (2) 13 (5) 1 (1) 0 0

12 (9) 41 (23) 12 (9) 6 (6) 2 (1)

17.6% 76.5% 5.9% 0.0% 0.0%

16.4% 56.2% 16.4% 8.2% 2.7%

4.2% 50.0% 20.8% 16.7% 8.3%

35.7% 7.1% 0.0%

38.9% 50.0%

7.1% 50.0%

5.6% 5.6% 0.0%

介護度が重度で
あっても望む暮らしを
選択できる

小計（24事業）

意思が尊重され
自立して暮らせる

小計（17事業）

合計（73事業）

令和３年度

◎ 〇 △ × －
政策目標 重点施策

健康寿命を延伸し
いきいきと暮らせる

小計（14事業）

助けが必要でも
住み慣れた地域で
安心して暮らせる

小計（18事業）
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１  健康寿命を延伸し  いきいきと暮らせる  

(1) フレイル予防・健康づくりの推進  

【地域包括支援課】  

 住 民 主 体 で 運 営 さ れ て い る サ ロ ン 活 動 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 の 影 響 で 休 止 し た こ と 等 に よ り ， フ レ イ ル チ ェ ッ ク

を 通 じ た フ レ イ ル 予 防 の 推 進 に つ い て は ， 指 標 に 届 か な か っ

た事業がありました。  

 一 方 で ， 「 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 集 団 接 種 促 進 キ ャ ン ペ ー ン 」

に お い て ， か し わ フ レ イ ル 予 防 ポ イ ン ト カ ー ド を 活 用 す る こ

とで新規発行につなぐことができました。  

(2) 多様な社会参加の促進  

【福祉政策課，高齢者支援課，地域包括支援課】  

 生 涯 現 役 促 進 協 議 会 は 就 労 を 中 心 に ボ ラ ン テ ィ ア や サ ロ ン

の 紹 介 等 ， シ ニ ア の セ カ ン ド キ ャ リ ア を 支 援 す る 組 織 で す 。

そ の 指 標 と な る 求 人 開 拓 件 数 や ボ ラ ン テ ィ ア の 参 加 者 数 に つ

い て は ， 引 き 続 き 増 加 を 目 指 し て 取 り 組 み を 進 め て い き ま す 。  

 通 い の 場 や 老 人 福 祉 セ ン タ ー に つ い て は ， 一 定 期 間 の 休 止

や 利 用 方 法 の 制 限 等 が 行 わ れ ま し た 。 今 後 も 感 染 対 策 を 続 け

ながら居場所づくりの支援を行います。  

 

２  助けが必要でも住み慣れた地域で安心して暮らせる  

(1) 地域での支えあい体制の推進  

【福祉政策課，地域包括支援課】  

 た す け あ い サ ー ビ ス 団 体 の 支 援 に つ い て は ， 市 民 へ の 働 き

かけにより，指標を上回る団体が活動できました。  

 福 祉 の 総 合 相 談 窓 口 で は ， 福 祉 以 外 の 複 合 化 し た 相 談 が 増

加 し て い ま す 。 次 年 度 以 降 も 引 き 続 き 属 性 に と ら わ れ な い 相

談 受 付 を 実 施 し ， 相 談 者 の 入 口 を 強 化 す る と と も に ， 各 相 談

支 援 機 関 の 支 援 を コ ー デ ィ ネ ー ト し ， 一 体 的 な 支 援 を 実 施 し

ます。  

(2) 多様な生活支援ニーズに対する支援  

【地域包括支援課】  

 生 活 支 援 サ ー ビ ス に つ い て は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
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の 影 響 に よ り 利 用 控 え が 生 じ ま し た 。 必 要 な サ ー ビ ス を 適 切

に 利 用 で き る よ う ， 市 民 や 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ， 関 係 者 に

対する周知を図ります。  

 介 護 支 援 専 門 員 に よ る 効 果 的 な ケ ア マ ネ ジ メ ン ト へ の 支 援

と し て ， 各 種 研 修 が 実 施 さ れ ま し た 。 ま た ， 柏 市 ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト に 関 す る 基 本 方 針 を 柏 市 介 護 支 援 専 門 員 協 議 会 総 務 会

に お い て 周 知 し ， 重 度 化 防 止 に 向 け た 考 え 方 を 共 有 し ま し た 。  

(3) 認知症施策の推進  

【地域包括支援課】  

 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 の 受 講 者 数 や ， か し わ 認 知 症 対

応 ガ イ ド ブ ッ ク の 配 布 数 ， か し わ オ レ ン ジ ネ ッ ト ワ ー ク 協 力

事 業 所 数 等 に つ い て ， 着 実 に 増 や す こ と が で き ま し た 。 ま た ，

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お い て ， 認 知 症 当 事 者 及 び そ の 家 族

が 心 地 よ く 過 ご せ る 居 場 所 づ く り や 他 者 と の 交 流 を 目 的 と し

たカフェを積極的に開催しました。  

 

３  介護度が重度であっても望む暮らしを選択できる  

(1) 介護サービス等の基盤整備  

【高齢者支援課】  

 介 護 老 人 福 祉 施 設 及 び 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 に つ い て は ，

整 備 に 要 す る 期 間 を 考 慮 し ， 公 募 に よ り 令 和 ３ 年 度 に 運 営 事

業 者 の 選 定 を し ま し た 。 し か し ， 令 和 ３ 年 度 中 に 整 備 予 定 の

介 護 老 人 福 祉 施 設 に つ い て は ， 運 営 事 業 者 の 既 存 施 設 で の 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 対 応 等 に よ り ， 整 備 に 遅 延 が 生 じ ，

令和４年１０月までに整備する予定です。  

 介 護 人 材 確 保 対 策 事 業 に つ い て は ， 「 柏 の ○ （ わ ） 」 は 開

催 を 中 止 し ま し た が ， 「 介 護 の 仕 事 相 談 会 」 は 開 催 で き ， 指

標を上回る来場者数がありました。  

(2) 介護保険制度の持続可能性の確保  

【高齢者支援課，法人指導課】  

 ３ ０ 日 以 内 に 要 介 護 （ 要 支 援 ） 認 定 を す る 割 合 に つ い て は ，

改善させるよう努めていきます。  

 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 へ の 集 団 指 導 に つ い て は ， 新 型 コ ロ ナ
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ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 実 施 で き ま せ ん で し た 。 今 年 度 は 動

画等，オンラインを活用した集団指導を実施する予定です 。  

(3) 在宅医療・介護の連携の推進  

【地域医療推進課】  

 顔 の 見 え る 関 係 会 議 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

で 開 催 を 見 合 わ せ て い ま し た が ， オ ン ラ イ ン を 活 用 し た 開 催

を 試 み ま し た 。 実 施 直 後 と ３ か 月 後 に ア ン ケ ー ト を 行 い ， オ

ン ラ イ ン で も 多 職 種 連 携 に 繋 が る 効 果 が あ る と わ か っ た た め ，

令 和 ４ 年 度 は オ ン ラ イ ン を 活 用 し た 会 議 の 実 施 を 本 格 化 す る

予定です。  

 在 宅 医 療 啓 発 事 業 は ， こ れ ま で の 活 動 に 加 え て ， 無 関 心 層

の 中 の タ ー ゲ ッ ト 層 （ 働 き 盛 り ・ 子 育 て 世 代 ） へ ， 新 た な 啓

発の取り組みを実施する予定です。  

 

４  意思が尊重され自立して暮らせる  

(1) 地域包括支援センターの機能強化  

【地域包括支援課】  

 イ ン フ ォ ー マ ル サ ー ビ ス の 活 用 を 働 き か け た ほ か ， 多 様 な

社 会 資 源 の 紹 介 や ケ ア プ ラ ン チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用 を 促 す こ

と で ， 適 切 な サ ー ビ ス 提 供 に よ る 自 立 支 援 ・ 重 度 化 防 止 を 目

指 し た 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 み ま し た 。 引 き 続

き 令 和 ４ 年 度 も ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 主 任 介 護 支 援 専 門 員

と の 連 携 会 議 や 介 護 予 防 個 別 会 議 を 実 施 し ， 同 セ ン タ ー や 地

域 の 介 護 支 援 専 門 員 に イ ン フ ォ ー マ ル サ ー ビ ス の 活 用 を 働 き

かけていきます。  

 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に よ る 自 己 評 価 や 行 政 評 価 ， 利 用 者

や 関 係 機 関 へ の ア ン ケ ー ト に よ る 評 価 を 実 施 し た 結 果 ， 全 国

平均を上回りました。  

(2) 権利擁護の充実  

【地域包括支援課】  

 高 齢 者 虐 待 防 止 の 相 談 支 援 と し て ， 虐 待 の 通 報 を 受 け た 後 ，

市 と 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に お い て コ ア 会 議 を 開 催 し ， 支 援

方 針 や 役 割 分 担 等 ， 効 率 的 か つ 効 果 的 な 支 援 を 目 指 し た 結 果 ，
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指標を上回る終結割合となりました。  

 成 年 後 見 制 度 の 普 及 啓 発 と し て ， 柏 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促

進 基 本 計 画 に 基 づ き ， 令 和 ３ 年 ６ 月 に 成 年 後 見 制 度 に 係 る 中

核 機 関 を 設 置 し ， 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 機 能 と し て ， 弁 護

士 ・ 司 法 書 士 ・ 社 会 福 祉 士 等 を 交 え ， 後 見 人 等 の 候 補 職 種 の

選定を行いました。  

(3) 多様な主体との地域づくりの推進  

【福祉政策課】  

 超 高 齢 社 会 の ま ち づ く り モ デ ル と し て ， 東 京 大 学 ， Ｕ Ｒ と

の 三 者 協 定 の 下 ， 在 宅 医 療 の 推 進 ， フ レ イ ル 予 防 や 生 き が い

就 労 ， 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 等 ， 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト を 有 機

的につなげていくことを図りながら取り組んでいます。  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 状 況 に よ り ， 生 活 支 援 体

制 整 備 事 業 に お け る さ さ え 愛 実 行 委 員 会 が 予 定 通 り に 開 催 で

き な い 時 期 も あ り ま し た が ， 新 た に Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 地 域 で

の 相 談 し や す い 環 境 づ く り に 関 す る 調 査 研 究 事 業 の 取 り 組 み

を実施しました。  

 令 和 ４ 年 度 に つ い て は ， 豊 四 季 台 地 域 に オ ー プ ン 予 定 の ス

ポ ー ツ ジ ム と 食 堂 の 複 合 施 設 の 活 用 等 ， 三 者 で 連 携 し て 効 果

的な事業展開を図ります。  

6 


